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1.不忍産業φ経営の状況

弔戎8年11月11白

紙吐雄総合研涜所

(諸諸唱設省、国土庁)

アンケ一時騒をもとに10月 l 日時点の羽!産業D経営の樹~Iこついて不動産業鶏泊旨童文訓戒し、

業種毎の経営の樹兄(現却を見てみると、住主・窃船譲業は+4. 0、ピル賃貸耕{-37.2、

不忍画茄重野{-24. 2であり、ビフレ賃貸業不忍歯荷量業は経営の樹励濃いという見方カ多いれ

往諸・哲郎r.蝶では経営の府肋浪いという売却fわずかに多L、前回起時点と上t較して、住宅・

型船議業主ビル賃貸業主不忍産揃諜ともにわず潟、に改善している。 3ヶ月後の経営の慰霊しについ

ては、住宅・割船譲業は-16. 9、ピル賃貸業は一 12. 8、不鼓画局撲は 1 1. 7と、とも

に割じするとの見方カ多い俵1)。

表l不忍産業砦沼旨数について (6年10月1日時点)

10月l閤蛙 惨考)前回曜時点 (7月1日)

経営の府兄
見か3通ヶら月見し後て()の10月経営1の日

経営の府兄
見か3通ヶら月見し後て(の)7月経営1の日

住書・窃掛穣業 4. 0 -1 6. 9 2. 3 O. 8 

ピル賃貸業 -3 7. 2 -1 2. 8 -39. 7 -2 O. 5 

不忍産揃諜 -24. 2 -1 1. 7 -3 O. 9 - 3. 3 

不忍薩業費五百轍制怜妨法lこついては、以下のとおり。

i荷援詰舗兄J撒=

{倶いとする回答数X2+やや良いとする回苔劉

(やや悪いとする回答数十悪いとする巨陪数X2)}+2+全恒陪数x1 0 0 
‘ ーーー・ ーー一一 ---一 一一 一一ー一一一 一ーー・ー-ーーーー-- 一一一φーφ・φ---ーー'ーー -ー-ー.....ー-.............-ー--一 一ー一・φ---φーも守Fφ.........

注:不忍産業難~旨数は、回答の全てカ糧営の卵兄を良いとする場合+ 100を示し、

回答の全てカ程営の卵兄を悪いとする場合は一 100を示す。



不動産業業況指数の経緯

図 1-1 経営の状況
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図 1-2 3ヶ月後の経営の見通し
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惨考)不忍語設学D業況に隠するアンケート司誼の結果について

表1-1 10.月 l日現在の絞営の状況 (描低向措恰(%))

良い やや良い 部重 やキ癒い 悪い

{埠・哲朗譲業 6(8.1) 1 6 (21. 6) 3 2 (43. 2) 1 8 (24. 3) 2(2.7) 

ピル賃貸業 2(5.1) 1(2.6) 9 (23.1) 2 0 (51. 3) 7 (17. 9) 

不窃歯強蝶 1 ( 1.7) 自(10.0) 24(40.0) 2 1 (35.0) 8 (13. 3) 

剥-2 10.月1日現在の3ヶ月後の経営の応重し

良くなる やや良くなる 変わらない やや怒くなる 怒くなる l 

住宅・型船譲業 1(1.心 9 (12.2) 3 2 (43. 2) 2 8 (37.8) 4 ( 5.心

ビル賃貸業 0(0.0) 4 (10.3) 2 2 (56. 4) 1 2 (30.8) 1(2.6) 

荷産指霊業 。(0.0) 8 (13.3) 3 4 (56.7) 1 4 (23.3) 4(6.7) 

表1-3 前田駐留寺点 (7月1日)の経営の拠兄(参考)

良い やや良い 部屋 やや悪い 悪い

住箔・唱脳?漆業 1 (1. 5) 1 8 (27. 7) 3 2 (49. 2) 1 1 (16.9) 3(4.6) 

ピル賃貸業 o ( O.ω 3(7.7) 9 (23.1) 2 0 (51. 3) 7 (17.9) 

不動醗 蝶 1(1.3) 4(5.3) 2 8 (36.8) 3 3 (43. 4) 1 0 (13. 2) 

表H 前鴎曜時点 (7月i日)の3ヶ月後の経営の忠重し惨考)

良くなる やや良くなる 部つらない やや悪くなる 悪くなる

住箔・窃船譲業 3(4.6) 1 0 (15.3) 3 6 (55.3) 1 5 (23. 1) 1(1.5) 

ピル賃黄葉 。(O.ω 3(7.7) 2 1 (53. 8) 1 1 (28. 2) 4 (10. 3) 

不忍歯茄醍 日(0.0) 2 0 (26.3) 34(44.7) 1 9 (25.0) 3(3.9) 
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2.業間l知成約・1腕 i耐鶴i鴇

(J住宅・哲朗譲業

往主・哲也7譲業D用主主取期特文の動向については、全体の64幼清棚と比べ廿おまいと回答

している。蹴1切特主の動向については、全体で古概と上れて横ばいとする巨塔が50%で最も多く、

t勘噸向にあるとする巨賂と減到頃向にあるとする回答カホ抗している。在護手数の動向について

比全体で自欄と比べて樹まいとする回答が52%で最も多く、批[i傾向にあるとする恒塔がこれ

に続く。勝司耐名の動向については、全体で古織と比べて変わらないすると回答が52九値下傾

向にあるとするE塔が43%である(表:2-1)。

裁 l 柱詔・智樹i建築の樹兄について

用I師側キ数 融協轍 租F数 日間硝喝b向
区 分

計 (1): (2); (3) 百十 (1) : (2) (3) 言十 (1) ! (2): (3) 計(1)・ (2): (3) 
増: 横! 減 i昔 横 減 減l 検 t量 上i 変: 低

加: ばi 少 力日 lま 少 少: ば 力日 昇: わ: 下

傾 I
L 、:傾 傾 L、:傾 傾 L、傾 傾: り。 傾

陸域 向i 向 向 向 向 向 向l な: 向
いj

ーa ー・ : 

全 実数 78:14:50:14 175:44:88:43 178: 6 3 : 9 2 : 2 3 82! 4:43:35 

体

-......・ e・・............・・. .........-.... ・・...........-

% : 17.9:64.1: 17.9 25.1:50.3:24.6 : 35. 4 ， 5L 7 ， 12. 9 4.9，52.4，42.7 

: ・・ : 

東 実数 39，6，28，5 84，21，45，18 84，31，46，7 42，2，21，19 
京 ........ ・ーー ..・..........・ -ーー .................. ・・ e .........ーーー..・ーー..・..・........ーー.. 

圏 % : 15. 4， 7L 8 ， 12. 8 ， 25. 0 ， 53. 6 ， 214 ，36.9:54.8， 8.3 4.8: 50.0，45.2 

-・ 酔

大 実数 17・ 2， 1 0， 5 38，10，19，9 41，19，16，6 17， 1， 9， 7 

阪 ーー... ・ ーー.--- ・ ..... ー.....・・・ e・ ........... -ーー ・...ー・.ー・ー・ ・ー... ヨー............-.............

濁 % ，1L8， 58.8， 29.4 126.3150.0123.7 1 46. 3 1 39. 0 1 14. 6 5.9，52.9，41.2 

注1) 1業者れマンション、戸建て、土地のそれぞ、れについて直隆したものを合計してい

るため、項目によっては巨階数がアンケート回収数を上回っている場合がある。

2)東京圏:現眠埼E果、千葉尽東瀦い戦JI県。

対風習:諸問主対却存、県議果、奈良県(表 2-2について同楠。
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(2)ピル賃貸業

笠萱のi13兄については、全体で59%柑棚と比べて糊まいと巨降している。成事匂欝!の動向に

ついては、会休で恢:下傾向にあるとする回答が54%を、高期と変わらないとする回答が46%を

占めた。東京国では77%カ泣訂傾九対反置では60%か変わらないとする回答であった。(表

2-2)。

表2-2 ピル賃貸業D樹兄について

笠室の府兄 成約難~の動向
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注:1業者杭各出或について巨浴しているため、項目によっては恒階数がアンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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(3)不動産流通業

売却依頼及び成約の動向については、前期(平成 6 年 4 月~6 月)と比較して、増加
傾向であると回答した地域及び減少傾向であると回答した地域数が培加している。購入

依頼については、減少傾向であると回答した地域激が増加しているo取引仰i絡の動向に
ついては、前期と同機、横ばい傾向であると回答した地域数が多くなっているが、前期
と比絞して、やや下落傾向であると回答した地域数が増加している。

表2-3売却依頼の動向

下二
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

7月 8月 9月 7月 8月 9月 7月 8月 9月

中古マンション 3 3 3 1 9 1 G 2 7 1 1 l 4 3 
中古戸建住宅 t 2 。 2 2 2 0 2 9 9 1 3 3 
土 地 。。2 2 1 G 2 G 1 0 1 7 7 

表2-4購入依頼の動向

¥ 
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

7月 8月 9月 7月 8月 9月 7月 B月 9月

中古マンション 。 。7 B 2 1 2 G 2 4 1 2 
中古戸建住宅 2 6 2 0 1 7 2 6 1 2 1 4 
土 地 2 2 4 2 0 2 9 8 1 2 2 

表2-5成約の動向

¥ 
増加しているH山城 横ばいの地域 減少している地域

7月 B月 9月 7月 8月 9月 7月 B月 9月

中古マンション 。6 1 0 9 1 8 2 2 2 4 9 
中古戸建住宅 3 B 2 3 1 5 2 5 7 1 7 。
土 地 l l 5 2 1 1 3 2 5 1 1 1 9 3 

表2-6取引価格の動向

¥ 
上昇 や や上昇 横ばい やや下落 下落

7月 B月 9月 7月 8月 9月 7月 B月 9月 7月 8月 9月 7月 8月 9月!

中古マンション 。。。。。。7 11 5 25 22 27 l 。
中古戸建住宅 。。。。。。27 28 28 6 5 5 。。。
二七 地 。。。。。。28 28 25 5 5 8 。。。

注〉三大都市圏及び地方主要都市を 33地域に区分し、中古マンゾョン、中古戸建住宅
及び土地の取引量;及び取引filli絡について、前月と比較した動向を整理したもの。各数

値は、地域数を示す。
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(参考)

司監の概要
1. El的

相誼は、不動産市場の動向、期時について、制齢、っ迅A去に把i屋することにより、建設・

国土行敢に資することを目的とする。

2.諒蹴象

三大都市留及ひき肪主要諸怖において不動産業を営む業者を対象に、碕産業知期重(住宅・

窃船j実業主ビル賃貸業荷鞠樋類、事実母蝦伏手業者、中ノ陳謝等を考慮して、 2

7 8業者選定した。

3.能都親日

毎回半期(1月、 4月、 7月、 1 0月)

4.調査項目

q涯営の制兄

但取引糊簿〈臓蜘~取刊耐各の1矧等)

5.誰勧?去

垂防法によるアンケ一団陸

6. iUを酎錦司

建設省及びI~却宇の委託を受けて、財E怯人土地総合iîJl究所(理事長石原罪介)併J革査を実

施。

なお、不動画荷量業に係る取引開兄簿については、建設省の費五を受けて目指怯人土断念合研

指圧矧ミ施している「不:mt産価観隔!誼(モニターIDmJより引用。

(参考)今回のアンケート回収率は次のとおり。

士携数 回収数

住宅・型的譲業 112 8 4 

ピル賃貸業 54 3 9 

碍踊融業 112 6 0 

計 278 183 
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回収率

75.0拡

72.2% 

53.6% 

65.8月 問合せJ-I-

樹)封鶴谷合研安所

融龍三1甫
fi03 (3583) 2391 


